
証券コード：3300

6月期 株主通信
2025年
BUSINESS REPORT

2024年7月1日～2025年6月30日
毎年7月1日から翌年6月30日まで
定時株主総会 毎年6月30日
期 末  配  当 毎年6月30日
毎年9月
100株
電子公告とする。ただし、事故その他やむを得ない事由に
よって電子公告による公告をすることができない場合の
公告方法は、日本経済新聞に掲載する方法により行う。
https://www.am-bition.jp/ir/ad/
東京証券取引所グロース市場
3300
東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1-1
電話：0120-232-711 (通話料無料）
〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部  

発行可能株式総数 19,200,000株
発行済株式の総数 7,119,200株
株主数 3,895名

事 業 年 度
基 準 日

定時株主総会
単 元 株 主 数
公 告 方 法

公 告 掲 URL
上場証券取引所
証 券 コ ー ド
株主名簿管理人

同事務取扱場所

連 絡 先

郵 送 先

流動資産
　現金及び預金
　販売用不動産
　仕掛販売用不動産
固定資産
　有形固定資産
　無形固定資産
　投資その他の資産
資産合計
流動負債
　短期借入金
　1年以内返済予定長期借入金
　未払金
固定負債
　長期借入金
純資産
負債・純資産合計

科  目

売上
売上原価
売上総利益
販売費及び一般管理費
営業利益
営業外収益
営業外費用
経常利益
特別損失
親会社株主に帰属する当期純利益

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

科  目
20,624
5,256
9,291
4,656
6,237
4,081
964
1,191
26,892
8,344
3,038
1,427
174

20,741
11,564
6,150
26,892

42,065
33,601
8,464
5,737
2,726
22
241
2,507
2,438
1,638

52,372
41,724
10,647
6,701
3,946
27
449
3,524
3,425
2,350

30,255
8,570
14,147
6,054
9,052
6,615
990
1,466
39,308
16,662
7,517
4,474
200

30,945
13,181
8,362
39,308

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー
現金及び現金同等物の期末残高

科  目

▲977
▲3,399
3,993
5,188

16
▲5,664
8,963
8,502

株式会社アンビション DX ホールディングス
482百万円
〒150-6035
東京都渋谷区恵比寿4丁目20番3号
恵比寿ガーデンプレイスタワー35F
賃貸DXプロパティマネジメント事業 ／ 賃貸DX賃貸仲介事業
売買DXインベスト事業 ／ インキュベーション事業
不動産DX事業 ／ 少額短期保険事業 ／ 海外システム事業
ZEH・ライフライン事業 ／ 内装工事業

商  号
資  本  金
所  在  地

事  業  内  容

代 表 取 締 役 社 長
取 締 役 副 社 長
常 務 取 締 役
取締役（常勤監査等委員）
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）

清 水  剛
鈴 木  匠
山 口  政 明
長瀬　文雄
林 　 美 樹
河 野  浩 人

2,613,000
720,000
296,000
189,500
90,100
83,900
83,000
66,338
65,100
57,400

（注） 持株比率は自己株式（93株）を控除して計算しています。

36.70%
10.11%
4.15%
2.66%
1.26%
1.17%
1.16%
0.93%
0.91%
0.8%

清 水 　 剛
株  式  会 社ＴＳコ ー  ポ  レ ー ション
川 田 　 秀 樹
加 藤 　 誠 悟
昔 農 　 千 春
上 田 八 木 短 資 株 式 会 社
東 京 短 資 株 式 会 社
モルガン・スタンレーMUFG証券株式会社
株式会社日本カストディ銀行（信託口）
岩 名 　 泰 介

前連結会計年度
2024年 6 月 30 日

当連結会計年度
2025年 6月 30日

前連結累計期間
2023年 7月 1日から
2024年 6月 30日まで

当連結累計期間
2024年 7月 1日から
2025年 6月 30日まで

前連結累計期間
2023年 7月 1日から
2024年 6月 30日まで

当連結累計期間
2024年 7月 1日から
2025年 6月 30日まで

連結貸借対照表（要約）

大株主（上位１０名）

会社概要

役員

連結損益計算書（要約）

連結キャッシュフロー計算書

株式の状況（2025年６月30日現在）

株主メモ

IRアンケート
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　2025年６月期は、おかげさまで５期連続となる大幅な増収増益を達成いたしました。
売上高は、前期比24.5％増加の523億7,200万円、売上総利益は100億円を突破、営業利益は前期比44.8％増加の39億
4,600万円となり、経常利益及び当期純利益も前期比40%を超え、過去最高の売上・利益を達成、全ての利益が通期予想を
上回ることができました。
ROEにおいても、32.5%と全産業、IT・不動産セクターと比較し、圧倒的な利益効率となっています。
主力の賃貸DXプロパティマネジメント事業では、管理戸数が順調に増加、またDXの推進により入居率が高まり、過去最高収
益を達成。
営業利益は、23.4%増加の24億1,100万円となっています。管理戸数も継続して順調に推移し27,354戸となり過去最高を更
新。サブリース管理戸数も、15,621戸と なり、過去最高を更新しました。全体の入居率は、AMBITION Cloudを実装したDX効
果により98.3％と、業界平均の90.1%を大きく上回る高水準をキープしています。
賃貸DX賃貸仲介事業では、過去最高の売上を達成。人材投資による契約数の増加、及び当社DXプロダクトであるラクテック
の活用により営業利益は301.7%増加しました。
売買DXインベスト事業では、過去最高の収益を達成。新築投資用マンションの販売戦略に加え、買取再販
事業の都内、首都圏における付加価値の高い物件の仕入れ販売が順調に進んだ結果、売上高は43.0%増
加の280億6,100万円、営業利益は41.5%増加の38億3,300万円と大幅な増収増益となりました。

2025年6月期の決算を発表されましたが、
どのような内容だったのでしょうか？

※DX デジタルトランスフォーメーション　※百万円未満切捨て（以下同様）

1
デジタルと
リアルを融合

2

不動産デジタル
プラットフォーマー

3

不動産DX
プロダクト

4次世代
管理システム

『AMBITION Cloud』

DXで不動産ビジネスを変革する！DXで不動産ビジネスを変革する！

代表取締役社長   清水　剛

トップインタビュートップインタビュー

全社 業績ハイライト
売 上 高

52,372百万円
YoY↑24.5%

3,946百万円
YoY↑44.8%

3,524百万円
YoY↑40.6%

2,350百万円
YoY↑43.5%

単位：百万円

2014年
6月期

2015年
6月期

2016年
6月期

2017年
6月期

2018年
6月期

2019年
6月期

2020年
6月期

2021年
6月期

2022年
6月期

2023年
6月期

2025年
6月期

2024年
6月期

管理物件全体戸数 25,524戸

2024年6月期 2025年6月期 増加戸数
（前年同期比)） 前年同期比

27,354戸 +2,130戸 +8.4% サブリース管理戸数

2024年6月期 2025年6月期 増加戸数
（前年同期比)） 前年同期比

14,300戸 15,621戸 +1,321戸 +9.2%

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

（戸数）

営 業 利 益 経 常 利 益  当 期 純 利 益

賃貸DX 管理戸数の推移

27,354戸

15,621戸

42,065

52,372
+24.5%

2024年6月期 2025年6月期 2024年6月期 2025年6月期 2024年6月期 2025年6月期 2024年6月期 2025年6月

2,726

3,946
+44.8%

2,507
1,638

3,524+40.6%

2,350

+43.5%

決算報告動画
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　2025年6月期の営業利益は、過去最高益を大幅に更新しており、年平均成長率（CAGR）は約40.9%と高成長を続けています。
売上高及び営業利益の推移ですが、直近５カ年においては５期連続の増収増益を達成。
上場翌年の2015年6月期と比較して売上高においては約8倍、営業利益は約21倍と大幅な成長を続けています。

単位：百万円

単位：百万円

営業利益

これまでの業績推移についてご説明ください。

フ
ロ
ー
型

ス
ト
ッ
ク
型

【売上高構成比（セグメント別）】５つの事業セグメントは不動産事業の様々なサービスを
網羅し、強固な事業基盤を構築
成長分野への積極的な投資により、更なる成長を推進

不動産DX 『AMBITION Cloud』 全体像
B2BからB2C、物件管理から仲介に至るまで、不動産業務の全てをDXによりシステム化

契約後の入居者との末永い関係作りもDXでシステム化を図っています

賃貸DX

顧客（エンドユーザー）向け
フロントシステム

自社サイト・
ルムコン・（他社サイト）

契約進捗管理
システム（CPMA）

バックステージ
システム

関連
ステークホルダー

データ

基幹システム

受託営業・契約

新規受託管理
システム

物件契約管理
システム

オーナー様

物件情報

募集 内見・申込・審査

電子契約システム
（Ambition Sign）

電子契約システム
（Ambition Sign）

重説・契約

募集管理システム
契約進捗管理システム（CPMA）

仲介会社・保険会社・保証会社 仲介会社

見込み顧客（リード）情報 契約情報

基幹システム

Ambition Cloud

引き渡し時サービス
（Ambition Me）

入居者管理
システム

鍵引き渡し

生活サービス会社・
インフラ会社 ほか

契約情報

入居者向けサービス
（Ambition Me）

修繕管理
システム

内装工事管理
システム

退去管理
システム

債権管理
システム

退去者情報
退去物件情報 債権情報

生活サービス会社・
保証会社 ほか

入居・生活 更新・住み替え・退去

生活サービス会社・工事会社 ほか

入居者情報

不動産プラットフォーム協業パートナー企業

DWH （Ambition Data Platform）

ストック型とフロー型のバランスが取れた売上構成に加え、
その他事業が伸張

2025年6月期

賃貸DX

プロパティ
マネジメント

賃貸仲介

インベスト売買DX

インキュベーション

その他・不動産DX

・

・

・ 

住居用不動産の転貸借（サブリース）事業と賃貸管
理事業による事業の安定基盤を構築
次世代管理システム 『AMBITION Cloud』が業務効
率化と生産性向上を牽引
内装工事業（フレンドワークス） 

・
・
当社の管理物件を中心に賃貸物件の仲介事業
当事業のリーシング力の高さがプロパティマネジ
メントにおける高入居率の維持に貢献

・

・

・

・

・

・
・

当社インベスト部 ：多様なルートからの物件仕入れ
力により、立地を重視した分譲マンションの買取再
販、リノベーション販売を展開
ヴェリタス･インベストメント(子会社)：自社開発の新
築投資用ワンルームマンション販売を中心に展開

アンビション･ベンチャーズ（子会社）：当社グループと親
和性の高い事業を行うベンチャー企業に投資
資本業務提携にて投資先企業の支援を行い、投資先
企業のIPO等により収益を得る事業 

不動産DX事業（当社）/海外システム（アンビションベ
トナム）/システム開発事業（LiVrA）
少額短期保険事業（ホープ）
 ZEH/ライフライン事業（DRAFT）

【賃貸DX】
プロパティ
マネジメント

41.3%

売上高
21,649百万円

【売買DX】
インベスト

53.6%

売上高
28,061百万円

売上高
52,372
百万円

その他

賃貸DX
賃貸仲介

978

2021年6月期

520百万円

1,498

2022年6月期

104百万円

1,603

2023年6月期

1,122百万円

2,726

2024年6月期

過去最高
3,946

2025年6月期

百万円

1,220百万円
+44.8%

CAGR40.9%
(年平均成長率 )

売上高：約8倍 営業利益：約21倍

上場来　売上高、営業利益の推移

6,953
9,841

14,578

23,278

29,636
27,414

30,529 31,607

36,239

42,065

52,372

2015年
6月期

2016年
6月期

2017年
6月期

2018年
6月期

2019年
6月期

2020年
6月期

2021年
6月期

2022年
6月期

2023年
6月期

2024年
6月期

2025年
6月期

185 199 291

1,141

1,594

921 978

1,498 1,603

2,726

3,946

2015年
6月期

2016年
6月期

2017年
6月期

2018年
6月期

2019年
6月期

2020年
6月期

2021年
6月期

2022年
6月期

2023年
6月期

2024年
6月期

2025年
6月期
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※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する
　一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　2025年6月期は、おかげさまで５期連続となる大幅な増収増益を達成することができました。
2026年6月期は、生成AIの活用でさらにDX戦略を加速させ、売上高は６００億円越え、利益は
５０億円に迫る成長を見込んでおります。
今後もグループ社員・役員、一丸となり、目標達成に取り組んで参ります。
株主様をはじめ、ステークホルダーの皆様には、今後とも変わらぬご支援を賜りますよう心よ
りお願い申し上げます。

　2026年6月期の業績予想は、売上高は２２.5％増の６４１億円、営業利益は２１.6%増の４８
億円を見込んでおり、５年連続で、業績予想を上回っています。
大幅な増収増益が見込まれることから、配当につきましても上場10周年の記念配当を含め
た１０５円からさらに５円増やし１１０円と６期連続の増配予想を発表させていただきました。

■ 通期業績予想
・堅調なストック型ビジネス(賃貸DX事業)：事業間における相乗効果の期待
・成長するフロー型ビジネス(売買DX事業)：買取再販の大幅な伸長

■ 配当予想
・2026年6月期(予想)：110.00円
・前期、記念配当(50.00円)を含む105.00円から、
    普通配当110.00円と大幅な増配
・配当利回り：4.5%
(2025年8月1日株価終値にて試算)

実績
2025年6月期

予想
2026年6月期

実績
2025年6月期

（2025年6月期予想）

予想
2026年6月期

売上高（前期比・百万円） 営業利益（前期比・百万円）　

前期比
+22.5% 前期比

+21.6%

52,372

2026年
6月期(予想)

64,144

3,946

4,800

2020年
6月期

7.58円
2021年
6月期

13.60円

2022年
6月期

19.00円

2023年
6月期

22.00円

2024年
6月期

37.00円

2026年6月期、業績予想について

最後にご覧になっている皆様に一言、お願いします。

業績予想（2026年6月期通期）業績予想（2026年6月期通期）

DX施策 進捗状況一覧
不動産ビジネスを変革するアンビションＤＸプロダクトを開発・推進中

契約進捗管理システム：問合せから契約までの全体プロセスを管理

修繕管理システム：修繕作業の見積りや実施状況の記録など、修繕管理全体を管理

募集管理システム：新規受託管理・退去管理システムと連動し物件情報の登録公開を管理

債権管理システム：債権・債務者情報の管理、入金履歴の管理など、債権全体を管理

退去管理システム：退去手続きや原状回復などのプロセスを管理

新規受託管理システム：受託案件の受付・登録・進捗管理など受託業務のプロセスを管理

オンライン契約システム：オンライン上で重要事項説明や契約締結を可能とするシステム

入居者アプリ：鍵受け渡しから日々の生活サービスまでさまざまな入居者サポートアプリ

一括物出し：AIによる反響予測と賃貸データを活用した物件の自動投稿ツール

個別物出し：需要の高い機能(RPA：自動投稿)に限定したツール

マッチングアプリ：お部屋探しユーザーとコンシェルジュ(不動産仲介営業)をつなぐ

売買DX領域におけるサービスやシステムも企画開発中

プロパティ
マネジメント

賃貸
DX

売買DX インベスト 業務効率化システムなど

賃貸
仲介

B2B

B2C

サービス名 サービス概要

ルムコン
-Room Concierge-

2025年
6月期

記念配当
50.00円

普通配当
55.00円

110.00円三つ目は、AI技術開発力のさらなる向上です。
5月に基本合意を締結したLiVrA社が、7月にアンビショングループへ加入いたし
ました。
精鋭エンジニアリングチームの加入によりAI技術開発力を飛躍的に向上させ、
革新的なサービスやプロダクトの創出が可能となりました。
今後のDX戦略をさらに加速してまいります。

当社はさまざまなDX成長戦略を加速する取り組みをしています。

一つ目は、生成AIを活用した革新的な基幹システムの開発プロジェ
クトです。
システムアーキテクチャ（システムを構成する要素）として、マイクロサービスアー
キテクチャ（大規模なアプリケーションを、独立した小さなサービスに分割し、連
携させて構築するソフトウェアアーキテクチャ）を選択し、変化への迅速な対応、
新機能の追加、システムの段階的な拡張を容易に実現いたしました。
またオープンAPIを通じて外部サービスとのシームレスな連携を実現、さらに最
新の生成AI技術を活用し、物件情報の自動生成や顧客対応の自動化、契約書
作成の自動化、市場トレンド分析などを可能にしています。

二つ目は、元Google Cloud執行役員橋口氏の参画です。
2025年5月1日に元Google Cloud 執行役員 AI事業部本部長 橋口 剛 氏が、弊
社の生成AIアドバイザリーに就任しました。
橋口氏には、生成AIイネーブルメント（効果的に成果を上げられる）戦略の策定、
生成AIを活用したAIエージェント等の新規プロダクトの開発、既存プロダクトへ
の生成AI導入に関するアドバイスなど、幅広い分野での貢献が期待されます。

DX成長に向けた取り組みを教えてください。

株式会社LiVrA社の全株式取得
生成AI技術企業LiVrAの株式取得とDX成長戦略加速に向けた戦略的意義

次世代型基幹システムの開発に着手
賃貸管理業務の抜本的な改革と新たな価値創造を目指す

元GoogleCloud執行役員の参画
橋口剛氏の生成AIアドバイザリー就任とその背景および当社AIイネーブルメント戦略へ

マイクロサービス
アーキテクチャ 生成AI技術の活用 オープンAPI戦略

DX戦略の加速

事業内容

AI技術開発力の飛躍 競争優位性的確立

システム全体の柔軟性と拡
張性を飛躍的に向上させ、
変化への迅速な対応、新機
能の追加、システムの段階的
な拡張を容易に実現

物件情報の自動生成、顧客
対応の自動化、契約書作成
の自動化、市場トレンド分析
などによる業務自動化と人
為的ミスの削減

外部サービスとのシームレス
な連携を実現し、新たなサー
ビスの創出とビジネスチャン
スの拡大を促進

生成AIを経営の最重要戦略
の一つに位置づけ、積極的
な投資と事業展開を加速

高い技術力を持つ少数精鋭の
エンジニアチーム

特定業界への深い知見と柔軟な
開発体制を強みに、
AIソリューション開発・
コンサルティングを提供

LiVrAの精鋭エンジニアリング
チームを迎え入れることで、AI
技術開発力を飛躍的に向上

生成AI領域における圧倒的
な競争優位性を確立し、社
会に新たな価値を創造

ソリューション強化
当社の既存事業とLiVrAのAI技術を組み合わ
せ、新たな高付加価値ソリューションを創出

開発体制の効率化
AI技術の内製化により、開発コストの削減と
開発スピードの向上を推進

事業領域の拡大
成長著しいAI関連サービス市場への本格参入
を加速させ、グループ全体の事業成長を目指す

■参画の背景
当社は、これまで不動産領域におけるDXを積極的に推進し、AIチャットや不動産RPAなどの
プロダクト開発を通じて、業界の効率化と顧客体験の向上に貢献してまいりました。
近年、生成AI技術の急速な発展は、不動産業界においても大きな変革をもたらす可能性を示
しています。当社は、この技術革新をいち早く 取り入れ、更なる事業成長と業界への貢献を加
速させるために、橋口氏を招聘いたしました。

戦略的意義

戦略立案
生成AIイネーブルメント
戦略の策定に貢献

新規開発
AIエージェント等の
新規プロダクトの開発

技術導入
既存プロダクトへの生成
AI導入に関するアドバイ
ス

経営戦略
経営戦略、プロダクト開発
に深く参画

(2025年5月7日)

(2025年7月31日)

(2025年2月14日)


